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古代ギリシャ・ローマの保育観



講義の目的

「子ども」や「保育」の見方がどのよう
な歴史を経てきたのかを理解する。

現在の自分たちの「こども観」の歴史
性を知り、それを深める。



＊大まかな西洋史の流れ

古代ギリシャ・ローマ

中世ヨーロッパ

ルネサンス

近代ヨーロッパ 世界（日本）



（１）古代ギリシャの教育

教育＝閑（スコレー→school）のある少数の
「自由民」のためのもの

⇩

時間がある＝労働してなくてよい（奴隷制）



（１）古代ギリシャの教育

古代ギリシャの2つのポリス（都市国家）

・スパルタ

征服によるポリスの形成

⇩

教育：国家防衛のための人材養成

→国家主義的・鍛錬主義的教育

【スパルタ（式）教育】



（１）古代ギリシャの教育

古代ギリシャの2つのポリス（都市国家）

・アテネ

集住によるポリスの形成

⇩

教育：個人が理想的な人物になるため

→自由主義的・個人主義的教育

＊理想＝真・善・美



（２）アテネの教育思想

真善美の追求

ソクラテス→プラトン→アリストテレス

＊ソクラテス

「無知の知」、 「問答法」



（２）アテネの教育思想

プラトン

＊「愛（エロス）」と教育

美 イデア
（真・善・美）

愛（エロス）
→教育の役割



精神の
3要素

（２）アテネの教育思想

プラトン

①心身諸能力の調和的完成

音楽

体操

身体

気迫

理性

欲望

理性

気迫 欲望

知恵・勇気・節制・正義



（２）アテネの教育思想

プラトン

②「個人」と「国家」の統一

【国家＝正義】
哲人＝知恵
軍人＝名誉（勇気）
生産者＝利殖（節制）



（２）アテネの教育思想

アリストテレス

自由教育（プラトンのアカデメイア）

＊アカデミー（「学問の自由」の起源）

教育＝自由民（エリート）の養成

→「学問のための学問」（≠実用的学問）

⇩

指導者として必要な価値決定能力



（３）古代ローマの教育

前期

実用的学問の重視

→戦闘訓練・耕作・労働に関する知識や技術の重視



（３）古代ローマの教育

後期

ギリシャ的自由教育

→教養としての教育



（４）古代ギリシャ・ローマと現代

現代との思想的共通項

・スパルタ的教育

→教育による心身の鍛錬

・自由教育

→教養としての教育、学問の自由

・実用的教育

→教育による有用な知識や技術の伝達

現代との違い

・「子ども」と「大人」の明確な区別の有無



中世ヨーロッパからルネサンス



講義の目的

中世ヨーロッパからルネサンスへの
時代の流れと、教育思想の特徴を理
解する。

「小さな大人」（中世）から「子どもの
発見」（近代）という世界史における
子ども観の変化を理解する。



＊大まかな時代の流れ

古代ギリシャ・ローマ

中世ヨーロッパ

ルネサンス

近代ヨーロッパ

宗教改革



（１）中世ヨーロッパの教育

中世の教育

→教会による教会のための教育

僧侶の教育

習字・計算・唱歌・宗教

自由七科

神学
（哲学）



（１）中世ヨーロッパの教育

騎士の教育

騎士道＝騎士の七芸

→協同心、忠誠心、名誉心の養成

民衆の教育

・都市学校＝世俗的・実際的教育

・ギルド＝徒弟的職業訓練教育



（１）中世ヨーロッパの教育

大学

十字軍の遠征→新しい知識への興味

大学の誕生（自由な教育へ）



（２）ルネサンスの教育

＊ルネサンス（１４～１６世紀：文芸復興）

古代ギリシャへの回帰

→「神」を中心とした世界観から「人間」
中心の世界観へ



＊絵画に見る子ども観（小さな大人から子どもへ）
聖母子像（中世）



「聖母子像」（ラファエロ）



「子供の遊戯」（ブリューゲル）



（２）ルネサンスの教育

ルネサンスの教育＝人間性の解放

→「教会のための教育」から「個人のための
教育」へ
【特徴】

・人文主義（ヒューマニズム）

古代ギリシャ・ローマの教育をモデル

（「個人」の人格の調和的発展を目的とする）

・中等エリート教育の発展

古典（教養教育）＋騎士教育



＊ヨーロッパの中等エリート教育



（３）宗教改革と教育

宗教改革（１５１７年）：カトリック教会への反発



（３）宗教改革（１５１７年）と教育

宗教改革の教育目的

→個人が聖書を理解して、生活を見直す

義務教育（万民の教育）



（４）コメニウス（１５９２～１６７０年）

近代教育学の父

・教育の科学化

→「家庭教師」から大衆教育へ

・国民教育

→「すべての人にすべてのことを教える」

幼児教育論

・感覚を通した教育（世界図絵）

・母親学校（１～６歳）



＊世界図絵



まとめ

【中世～近世】

徐々に大人と違った存在である「子ども」が認識され始
める。

→子どもらしい「姿」、「服装」、「行動」…

（貴族→中間階層）

【近代以降】

 「学校」（教育制度）の発展

 「身分制度」の廃止

→「学校」や「家庭」に守られる存在としての「子ども」

人間全体の成長過程としての「子ども期」



コメニウスからロック、ルソーへ



講義の目的

「子どもの発見」という考え方の転換
について、コメニウス、ロック、ルソー
の保育・教育思想の中から理解する。



「子どもの発見」

（中世）

「原罪的こども観」（小さな大人）

・禁欲主義的教育観、早い段階からの大人の仲間入り

⇩

（近代）

「子ども（期）の発見」

・「純粋さ」など、大人とは異なる存在としての「子ども」

子ども観⇔近代的家族制度（意識）、近代的学校教育



＊大まかな時代の流れ

中世ヨーロッパ

近代ヨーロッパ



（１）コメニウス（1592～1670年）

近代教育学の父

・教育の「科学化」

→家庭教師から一般大衆教育へ

 国民教育

（すべての人にすべてのことを教える）



（１）コメニウス（1592～1670年）

保育論

・感覚器官を通した教育

→「世界図絵」

・母親学級（１～6歳）

→母親の膝の上での教育

（自然学、天文学…）



＊世界図絵



（２）ロック（1632～1704年）

ジェントルマン教育

→「体・得・知」を兼備した人間

教育論

体育：健全な肉体と精神の形成

徳育：欲求をコントロールできる人間

知育：知識の習得を目指した人格形成

精神白紙説



（３）ルソー（1712～1778年）

「自然に還れ」

→人間の内なる自然の重視



＊宮廷社会の「不自然な」スタイル



＊宮廷社会の「不自然な」スタイル



（３）ルソー（1712～1778年）

①内部的発達

自
然
の
教
育

事物の教育

人間の教育

不変



（３）ルソー（1712～1778年）

②「人間」の教育

→社会・国家・階級（貧富）・職業を超
えた共通の「人間」の育成



（３）ルソー（1712～1778年）

③「発達段階」への着目

「子どもの発見」＝子どもの善性への信頼

⇩

子ども時代（感覚の時代）

消極教育

→子どもの興味関心、自己活動の重視



（３）ルソー（1712～1778年）

③「発達段階」への着目

青年期（理性の時代）

積極教育

→理性に基づいた人間、歴史などの探求



まとめ

コメニウス、ロック、ルソー

→ヨーロッパの近代的な教育・保育思想の土台を築く

【次回以降】

近代以降に彼らの思想がどのように受け継がれ、発
展していくかを理解する。



近代の保育思想
～ペスタロッチ・オーベルラン・
オウエン・フレーベル～



講義の目的

近代の保育・教育思想の展開を理解
する。



＊大まかな時代の流れ

近代ヨーロッパ

現代

保育所の
原型

世界最初
の幼稚園



（１）ペスタロッチ（1746～1827年）

「貧しい子ども」への教育
①内部的発達への着目
観察に基づいた教授法の開発
（ルソーからの影響）
②調和的発達の重視
知的・身体的・道徳的発達
→労働・技術の教育的価値づけ
（古代ギリシャやロックの思想との違い）



（１）ペスタロッチ（1746～1827年）

③母性と家庭の重視

人間的教養の源泉としての母子関係

④社会変革のための教育

人間性の重視（貧困や戦争のない社会）



（２）保育所の原型

資本主義社会のはじまり

・家とは別の場所（工場）で働く人々の増加

・長時間労働

→放任された貧困家庭の子どもの増加



（２）保育所の原型

オーベルラン（1740～1826年）

・子ども達の保護施設の設立

⇩

宗教・道徳教育の実施（聖書、賛美歌）

知育（正しい言葉遣い、色彩感覚の訓練）

職業教育（編み物など）



（２）保育所の原型

オウエン（1771～1858年）

・労働者階級の子ども達の保護

「性格形成学院」

⇩

衣食住の保障

心身の健康な発達の促進

 合理的な考えや行動の育成

ダンス
基礎学習
生産労働



（３）フレーベル（1782～1852年）

幼稚園の創始者

①子どもの「神性」への信頼

教育＝子どもの「神性」の開発

ルター、ペスタロッチの影響



（３）フレーベル（1782～1852年）

②「遊び」の重視

「遊び」＝子どもの発達（神性）の促進

恩物（神から与えられもの）の開発



＊「恩物」の使い方、遊び方











































まとめ

近代ヨーロッパ

→保育の思想と制度の形成期

【次回以降】

現代の保育思想にどのように受け継がれ、発展して
いくかを理解する。



現代の保育思想
～エレン・ケイ、デューイ、

モンテッソーリ～



講義の目的

現代（２０世紀以降）の保育・教育思
想の展開を理解する。

保育思想の歴史で学んだことについ
てのレポートの書き方や考え方を理
解する。



＊大まかな時代の流れ

現代（２０世紀）

現在（２１世紀）

新教育運動
（児童中心主義）



（１）エレン・ケイ（1８４９～１９２６年）

①子どもの権利

・「悪い子」であることの権利

・大人からの抑圧の否定

②母性の復権

・家庭の教育力＝母性

・子どもの権利の保障＝母性の保護



（２）デューイ（１８５９～１９５２年）

児童中心主義（新教育）の提唱者

①成長の最大限の尊重

未成熟＝未知の可能性

→大人が教育の目的を決めてはらない。

（教育の目的は、子どもの「内側」にある）



（２）デューイ（１８５９～１９５２年）

②子どもの興味関心、自発性の重視

「なすことによって学ぶ」

→自ら考え、問題解決していく過程の重視

（生活と学校の融合）

⇩

現在の「課題解決型学習（PBL）」へ



（２）デューイ（１８５９～１９５２年）

③子どもの経験と民主主義
変化の激しい社会
→（子ども）様々な「経験」をする。
個人の自由なコミュニケーションと伝達

⇩

（学校）「経験」の理解、再構成をうながす
⇩

（子ども）社会の改善に参加できる人間へ



（３）モンテッソーリ（1870～1952年）

障がい児教育および幼児教育の実践者

①「遊び」の重視

子どもにとっての「遊び」=学習・仕事

⇩

子どもの知的・身体的発達の促進



（３）モンテッソーリ（1870～1952年）

②「感覚」を通した遊具の開発

敏感期

ある一定の期間、

環境の中の特定の要素に対して、

子どもがもつ特別に敏感な感受性のこと

⇩

視覚・触覚など感覚を利用した教材の開発



＊モンテッソーリ教具



まとめ（西洋保育思想史を学ぶ意義）

「歴史（過去）」を「現在」にどのように活かすか？

→「過去」＝（集合的な意味での）「無意識」

例）子どもとは、どういう存在か？

保育は、どうあるべきか？

⇩

「歴史（過去）」を学ぶ＝過去を意識化すること

⇩

何を残して、何を変えるべきかをより自由に選択できる
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